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研究成果概要 
 T2K 実験は茨城県東海村の JーPARC 加速器で生成されたニュートリノビームを 295 キロ

メートル離れたスーパーカミオカンデ検出器にて観測し、ニュートリノ振動等の測定を行う

実験である。本研究はスーパーカミオカンデで観測されたニュートリノ事象について事象選

択効率やバックグラウンド率を向上させ、ニュートリノ振動など物理測定での感度を向上さ

せることを目的とする。今年度は以下の研究について報告する。 
 1. 荷電パイ粒子を伴った複数事象の解析：主にパイ粒子生成反応で生成された複数のチェ

レンコフリングが判別された事象サンプルで、新たなミューニュートリノ事象サンプルとし

て事象数の統計精度を向上することが期待できる。これまでの研究で選別条件が決まり、本

年度はその系統誤差による不確定性を大気ニュートリノ事象を校正サンプルとして用いた

同時フィット解析を用いた手法で評価した。本研究で得られた誤差評価はニュートリノ振動

解析にて用いられる予定である。 
 2.  SK-Gd における中性子信号を用いた事象解析：ガドリニウムによる中性子吸収反応に

よるガンマ線信号をニュートリノ事象解析に応用する研究を進めている。例えば、ニュート

リノと反ニュートリノ反応の識別、ニュートリノエネルギーおよび方向の再構成精度向上な

どをシミュレーションデータを用いて進めている。今年度は、中性子によるガンマ線とミュ

ー粒子崩壊電子の検出および識別を統一した解析アルゴリズムの開発、ニュートリノ反応バ

ーテックスからの距離による検出効率依存性の改良などをおこなった。今後、上記の事象再

構成や反ニュートリノ事象識別の研究も進める予定である。  
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